





The relation between social aspect of the elderly and successful aging








の生活満足感、社会活動に関連する過ごし方満足度の 3 つの指標を用いた。多変量解析の結果、第 1 に、
年齢が若いこと、社会活動が活発なことが、 3 年後の生活満足度を高めていた。第 2 に、経済的な暮らし
向きが良好なこと、社会活動が活発なことが、 3 年後の日頃の生活満足感を高めていた。第 3 に、年齢が
若いこと、経済的な暮らし向きが良好なこと、社会活動をしていること、プロダクティブな活動が活発な
ことが、 3 年後の社会活動に関連する過ごし方満足度を高めていた。サクセスフル・エイジングの 3 つの
指標すべてを高めていた要因は、社会活動が活発なことであった。







































































調査対象地域は、千葉県の都市部 4 市（市川市、浦安市、船橋市、習志野市）とした。この都市部 4 市
は、千葉県のなかで、東京に近いこと、都市部として発展している東京湾に面した湾岸地域であること、
人口密度が高いこと、という都市部の条件を設定して選択した。人口密度の高さは、浦安市が千葉県 1 位






象者とし、自記式調査票を用いた郵送調査を実施した。初回調査は2010年 9 ～ 10月に実施し、有効回
答（率）は1,067人（53.4％）であった。このうち、代理回答ではなく、年齢や性別などの基本的な項目



















に分け、3 つの群に分けた。そして、「なし」を低群、「年に数回」と「月に1 ～ 2回」を中群、「週に1 ～ 2回」
と「週に 3 回以上」を高群とし、「低群」を基準（＝0）とする2つのダミー変数を作成した。
社会活動は、「老人クラブ」「町内会・自治会」「趣味の会などの仲間内の活動」の 3 項目それぞれにつ
いて、活動ありに 1 点、活動なしに 0 点を付与して加算し、得点化した。この得点をもとに、 0 点を「低群」、







動ありに 1 点、活動なしに 0 点を付与して加算し、得点化した。この得点をもとに、 0 点を「低群」、 1















「心理的安定」「老いについての評価」の 3 因子、計 9 項目により構成され、得点範囲が 0 ～ 9 点の生
活満足度尺度K（LSIK; Life Satisfaction Index K）19)を用いた。
日頃の生活満足感は、「日頃の生活の充実感」と「日頃の過ごし方の満足感」の 2 項目の得点を合計し
たものを用いた。「日頃の生活の充実感」の項目では、「とても感じている」に5点、「まあ感じている」
に 4 点、「どちらともいえない」に 3 点、「あまり感じていない」に2点、「まったく感じていない」に 1
点を付与し、「日頃の過ごし方の満足感」の項目では、「とても満足している」に 5 点、「まあ満足してい
る」に 4 点、「どちらともいえない」に 3 点、「あまり満足していない」に2点、「まったく満足していない」
に 1 点を付与した。得点範囲は、 2 ～ 10点である。社会活動に関連する過ごし方満足度は、友人満足度





















単純集計結果は、表 1 に初回調査時の基本的属性、表 2 に初回調査時のIADL、表 3 に初回調査時の友
人と会う頻度、表 4 に初回調査時の社会活動の項目、表 5 に初回調査時のプロダクティブな活動の項目、
表 6 に初回調査時の社会的側面、表 7 に初回調査時と追跡調査時の各満足度指標について示した。






























































































































































































































































































































































































































 初回調査時 追跡調査時 
生活満足度 5.3±2.2 5.4±2.2 
日頃の生活満足感 7.7±1.5 7.7±1.5 
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